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 塗抹標本における血液細胞の酸性アオスフアターゼの組織化学的証明法はRabiuovi七ch
 等により創始された。我が国でも武内はRabinOvitc五の方法を改良し満足すべき結果を得た
 としているが,彼等の方法はすべて金属塩法,すたわち硫化鉛法によったものであり,術式が繁
 雑である上に結果が不安定で,しばしぱ核染等の非特異的な偽反応がむこるという欠点があった。
 一方seligman以来,組織切片上にお・ける本酵素の組織化学的証明にアゾ色素法が導入さ
 れてお鮎その簡便さの故に推奨されている。著老は第1編に壽いて,アゾ色素法により血液塗
 抹標本における簡便で安定な白血球酸性アォスフアターゼ証明法の確立を試み,第2編において,
 その方法により観察した末梢血及び骨髄血塗抹漂本甲の各種皿灘剛包の本酵素活性について述べ
 た。
 まず,pearseにより組織切片用として発表されたα一naphthyユーphOSPhateを基
 質とし,発色剤としてFas卜G乱rnet-GBO塩を使用するアゾ色素法を,血液塗抹標本用の
 術式1τ改良するために実験を行左つた。Pear8eの方法を参照して試験的な術式をつくり,固
 定剤の検討よウ始めて漸次染色各段階の条件を検討した。1つの実験で最良と、琶tわれた条件は画.
 ちに採用し,次の段階の条件検討の実験にうつった。観察する対象としては正常人7例,骨転移
 を伴なった前立腺癌、慰者,類白皿病反応を伴なった敗血症患者各々1例づつ,計9例より採取'し一
 た末梢血塗抹標本の好rコ球を選び、Rozenajnの発表した8COriIlgの基準に若干の改良i
 を加えた基準により活性の強さを表現することにした。その結果以下のような結論が得られた。
 固定方法に関しては従来から白血球フォスファターゼ染色に用いられている各種の方法を試みた
 が,細胞形態及び酵素活性の保全共に中性フォルマリン蒸気が最良であった。固定の温度は20賦
 じ以下ならば大した影響はなく,固定の時間は7分以内であれば一定の活性を示すが1分以下に
 なると赤血球がぐずれ色素分解産物がその上に附着する。本酵素活性の経時的低下を固定前及ぴ
 固定後について検討した結果では,標本は少なくとも作成後ゴ時間以内に固定し,固定後少なぐ
 とも5時間以内に浸漬を開始しなければ左らない。次に浸漬液の組成は,pear8eの原法と略
 同様の組成,すなわち,pH5.0の0.1M酢酸緩衝液にα一naph七hy!-pho8pha七e1㎎ノαユ
 Fast-Garne七一αBC塩例訪/dユの割合に加えるものが良い。浸漬温度は37りが良く,混一
 漬時間は長いほど陽性顆粒は多くなるが,同時に色素分解産物の附着も多くなるので,90分の
 浸債が適当と、患われた。賦活剤としてはMが及びMずについて検討したが,その効果は明確では
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 第2編にお・いては第1編に於いて確立した方法を用いて各種血液細胞の酸性フォスファターゼ
 活性を組織化学的に観察した結果について述べた。観察に用いたのは,正常人40例及び慢性骨
 髄性白血病2例より採取した末梢血塗抹標本と,非血液疾患患者12例及び色素性蕁麻診患者1例
 より採取した骨髄血塗掘票本である。好中球系列の細胞の甲では,恐らぐは前骨髄球,骨髄球及
 び後骨髄球を含むと、思われる円型核を持った単核細胞に本酵素活性が強く,成熟好中球では中等
 度.骨髄芽球ては弱い活性が認められる。好rコ球の本酵素活性はその成熟と共に強くなるという
 意見と,骨髄球程度に成熟した細胞が最屯強い活性を示すという意見があるが,若者の成績は後
 者を支持する。この成績は,未熟左好中球に多ぐ成熟するに伴ない減少するアズール顆粒に本酵
 素があるとするwe砿el等の電子顕微鏡学的研究の結果と一致する。従来好塩基球の本酵素活
 性については,(不)と記載した武内の報告があるのみである。これはその非常に低い出現率の故
 に同定が困難左ことに起因すると、思われる。著者は著明な好塩基球増多を伴左つた慢性骨髄性白
 血病患者の末梢鯉において,好塩基球に明らかに本酵素活性を証明し得た。単球には強い本酵素
 活性が証明される。陽性顆粒の分布は核の凹所に集中する傾向があり,この部は中性赤超生体染
 色に論いて花冠の出現する場所であるので,花冠と本酵素活性との間に何らかの関係があること
 を示唆するように思われる。りンパ球は数個の陽性顆粒を有する細胞が時々見られるのみである。
 赤芽球の本酵素活性は弱い。大型のものと小型の竜のとに分けて観察すると,大型のものの方が
 やや強い活性を有する。大型の赤芽球の方カシ1・型のものより未熟であると考えられるから,Kapユow等の
 見解とは異なりRO呂en露ajn等の言うよ動ご・赤芽球は成熟するに伴ない本酵素活性を失なって
 来ると考えた方が妥当のように想われる。形質細胞の本酵素活性は,武内等の言うように弱くは
 なくむしろかなり強い。陽性顆粒はその核側明麗に集甲するような傾向が認められた。この部は
 酸性フォスファターゼの存在が知られているGolgi休の発達の良好な場所であり,核側明庭に
 証明される陽性顆粒はGolgi体の本酵素活性を示していると考えられる。網内系細胞は非常に
 強い本酵素活性を有している。Kap■owとBure七〇neは内皮細胞には本酵素は存在しないと
 述べているが,本酵素染色をほどこした塗抹標本では本細胞の同定は非常に困難で殆んど不可能
 に近い。巨核球には強い本酵素活性があり,皿小板に塾5～4個の顆粒として本酵素活性が証明
 される。組織肥脾細胞は一般には骨髄塗抹標本甲の数が非常に少ないので本酵素活性を観察する
 ことが困難であるが.著者は骨髄に肥腓細胞増多を伴なった色素性藩麻診患者より得られた骨髄
 塗抹標本にお・いて,本細胞に本酵素活性が中等度の強さに証明されることを認めた。
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 審査結果の要旨
 著者は漆ず第1編にむいて,従来困難であった塗抹標本にお・ける血液細胞の酸性フォスファタ
 ーゼの組織化単的証明法を確立しエうと試み,アゾ色素法を導入ずることにより簡便で安定な方
 法の確立に成功した。次に第2編にむいては,その方法を用いて人の末携虚i及び骨髄血除抹標本
 にむける各種血・管網胞の本酵素活性について述べた。
 著者の方法はPedrsel《より網織切片用として発寒されたα一naPhtbyエーnbOSPbate
 を基質とし,発色剤としてFast-Garnet一〔}BG塩を使用するアゾ色素法を参照して高ず試
 壌的な術式をつぐり,同室方法の検討より始めて漸次染色各段階の条件を検討ずることにより得
 らカ.た。ナなわち,塗抹標本作成後,て時間以内に中性フォルマリン蒸気で室温て5分間固定し,
 固定後少なくとも5時間以内に,pH5.ロ¢)0,1M配酸緩衝液5臼麗にα一naPhtbY1-
 PbOSPbateを1解/d老,Fa$七一earnet一GBG蠣をて卿/d君の濃度に加えて直ちに濾
 過して作成した浸漬酸に57℃で99分間浸債する■方法が最良であることを明らかにした。
 第2編に督いて薯考は.上記の方法により,正常人40例,1曝性胃蝋性白和病患薪2例より採取
 した末臨血塗抹標本,及び12例の非油層疾患曝者及びi例の色素性蕁麻疹愚者より採取した骨
 髄廊塗抹標本を用いて,各種血液細胞の酸性フォスファターゼ活性を観察し報告した。
 好中球系列の細胞にお・いては,恐らくは前骨髄球,骨髄球及び後骨髄球を含むと思われる円型
 核を持った単核細胞に本酵素涯性が強ぐ,成熟好中球では中等度,骨髄芽球には弱い水酸鶉活性
 のあることが明らかにざれ.た。好酸球には強い活性が認められ,又好塙纂球増多を伴なった瞳性
 骨髄性白血i病驚考の末1二1願11塗抹標本を用いることによって,従来本酵素活性の存在が明らかでな
 かった妖姫県載に木曜三ξ活15・を証明した。単球は燦い本酪素活性を有し陽性顆粒は核の凹所に集
 中する傾向のあることを認めた。リンパ球には童女個の陽性顆粒のある細胞が時々見られるのみで
 ちり,赤芽球は弱い水離竃活性を有しその成勤と共に活性を失左ってぐることを明らかにした。
 聯蟹細胞の本締繁活性壮,武内等の言う如く弱く1・t左くむしろ強いことを示し,陽性顆粒が核側
 明駐{て'集中ずろ傾向があることから,末細陶の本1奪素活性がGolgi体と何等かの関係があるだ
 ロ し
 ろうと堆i論を加えた。網内系細胞及ぴ骨髄巨核球には非常に強い本軽輩活性を証明し,色素性尋
 麻疹患者の骨髄㎞塗抹標本を用いることによって,従来組織化学的検索では同宗の困難であった
 肥畔細胞に中等度の本酵素活性を証明し得た。
 以上本論文は血液塗抹標本にむける簡便で安定な酸性フォスファターゼの組織化学的証明法を
 確立し,その方法を用いて各種血液細胞にむける本酵素の分布を明らかにした。したがって学位
 授与に価するものと思われ.る。
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